
参
１
１
り
１
１
り
り
ｊ

一
行
政
相
談
委
員
に
一
一

一
伊
藤
（
久
）
さ
ん
が
委
嘱
一

一
去
る
叫
川
一
川
付
で
、
行
政
衝
一
一

一
即
庁
長
悔
か
ら
『
行
政
州
淡
委
映
し
一
一

一
桂
札
垂
嶮
誹
柳
諏
加
鋤
擁
久
雄
さ
一

一
や
筵
帥
州
幟
剛
単
締
確
利
や
Ⅶ
榊
一

一
噸
吐
切
帷
稚
壷
端
娠
鋤
麺
州
峨
に
一

一
一
親
身
に
な
っ
て
お
世
活
し
ま
す
。
一
｝

一
釦
岬
幟
郵
岬
耐
帳
織
諦
州
函
れ
で
一 一

一
一
一

金
水
川
二
六
四
四
審
で
す
。
－

１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
１
１
り
！
。
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【
写
真
Ⅱ
桜
、
松
、
湖
に
調
和
し
た
太
宰
治
文
学
碑
の
あ
る
県
立
芦
野
公
園
】

トー~一一へ一劃、一戸一一ｰｸ－V一一垂処…
~

五
月
二
日
（
日
）

。
モ
ト
ク
ｕ
ス
大
会
（
九
時
）
馬
助

・
少
年
奴
別
大
会
（
十
・
一
・
時
）公
困
内

。
エ
レ
キ
大
会
（
十
乏
時
）
祇
茨
場

。
オ
ー
ル
ス
タ
ー
野
球
祭
（
九
時
〕

グ
ラ
ン
ド

ｏ
ピ
ア
ノ
発
火
会
（
－
－
時
）
金
巾

五
月
三
日
（
月
）
憲
法
記
念
日

・
消
防
観
閲
式
（
八
時
）
グ
ラ
ン
ド

。
柔
辿
大
会
（
九
時
）
金
巾

。
兵
器
鵬
示
会
（
十
時
）
公
別
人
川

。
民
柵
大
会
（
十
二
峠
）
賦
銭
場

五
月
一
日
（
土
）

・
桜
祭
、
開
会
式
（
十
二
時
）招
鯏
峨
伽

。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
岐
怖
隊
パ
レ
ｉ
ド

（
十
一
時
）
町
内
ｌ
公
削

ｏ
県
下
賜
力
大
会
（
九
時
）
公
剛
賜
場

・
以
卜
銃
剣
道
大
会
（
十
時
）刊
測
戦
判

０
叩
４
Ｊ
Ｊ
ム
″
‐
１
１
１

。
慰
雅
人
祭
（
十
時
）
州
魂
哨I

例
年
行
わ
れ
る
諦
野
公
園
の
「
さ
く
ら
祭
り
」
は
、
本
年

は
、
五
周
一
口
か
ら
七
Ⅲ
ま
で
の
一
週
間
に
わ
た
っ
て
附
か

れ
ま
す
。
災
し
い
桜
を
眼
休
に
哨
町
出
身
の
新
進
欣
手
流
眺

二
郎
さ
ん
の
新
川
発
火
会
を
は
じ
め
、
趣
伽
を
変
え
た
汀
伽

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
悟
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
‐
１
１
唾
月
一
日
～
七
日
）
｝
．
‐
・
：
“
。
、
、
．
：

桜
“
ま
？
り
の
行
事
日
程

ｌ
ｆ
、
’
“
Ｉ
。
（
ハ
Ⅱ
Ⅱ
》
一
周
ｎ
吋
函
》
間
】
》
咽
一
目
卿
回
い
ぃ
い
〕
）

五
月
七
日
（
金
）

。
文
化
財
（
技
災
）
大
会

（
十
一
・
・
時
）
恢
典
腸

五
月
六
日
（
木
）

。
遮
転
技
能
大
会
（
九
時
）
ク
ラ
ン
ド

。
柵
士
リ
ッ
民
綱
シ
ョ
ー

（
十
二
時
）
汕
典
場

。
花
火
大
会
（
二
十
時
）
縞
仙
川

五
月
五
日
（
水
）
こ
ど
も
の
日

・
海
止
自
附
隊
商
楽
隊
汕
舞
会

（
十
三
時
）
金
巾

（
十
叫
時
）
太
喋
碑
刺

・
雌
ｔ
競
技
大
会
（
八
時
）
グ
ラ
ン
ド

。
俳
句
大
会
（
１
時
）
川
修
川

。
流
健
二
郎
新
川
発
炎
会

（
１
時
、
十
川
附
）
金
巾

ｏ
エ
レ
キ
大
会
（
十
弐
時
）
祇
災
期

。
化
火
大
会
（
二
十
塒
）
職
仙
川

五
月
四
日
（
火
）

。
又
州
郎
民
綱
シ
ョ
ー
（
卜
・
・
時
）

油
銭
助

・
少
年
野
珠
大
会
（
九
時
）
グ
ラ
ン
ド

・
氏
器
鵬
示
会
（
十
時
）
公
剛
人
Ⅲ

ｉ
１
１

…
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昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
帥
の
当
初

予
算
の
特
徴
は
、
才
入
で
は
、
山
北
広

域
間
邪
業
が
は
じ
ま
る
の
で
、
地
″
交

付
税
が
大
巾
に
期
額
さ
れ
た
こ
と
と
、

教
育
施
設
建
設
珊
業
賀
に
あ
て
る
た
め

里
Ｆ

【
写
真
Ｉ
老
朽
化
の
嘉
瀬
小
学
校
の
新

校
舎
は
現
運
動
場
に
建
つ
】

津
》
》
《
ゞ
》
↑
に
極
》
＆
崖
〕
篭
峠
こ
ｆ

五
億
三
手
八
百
八
十
一
万
二
千
円

。
ｐ
和
幸
‐
恥
。
・
・
幡
早
畠
‐
酌
、
《
。
》
一
口
”
‐
。
Ｄ
叩
宇
。
恥
。
．
》
。
。
酷
。
・
岬
ロ
Ｃ
Ｍ
手
写
一
（
》
‐
‐
一
‐
封
一
《
困
却
一
因
一
国
闇
副
即
日
一
一
岬
凹
闇
一
口
一
副
ｗ
一
）
一
‐
叩
ト

○
輔
五
十
七
Ｍ
金
木
町
縦
会
定
例
会
が
去
る
三
月
二
十
二
○

○
日
よ
り
二
十
七
川
ま
で
六
川
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
○

○
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
の
一
般
○

○
余
帥
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
改
廃
な
ど
十
○

○
八
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
脱
案
ど
お
り
識
決
に
な
○

○
り
ま
し
た
が
、
一
般
会
紺
の
予
算
総
額
が
、
初
め
て
五
徳
○

○
円
台
を
突
破
す
る
と
い
う
大
咽
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
○

嘉
瀬
舩
蕊
を
新
築

広
域
圏
で
は
町
道
整
備
を

聖
1

匹.－ 2~脳

武
押
巽
溺
”
靭
幸
穣
誼
》

FF

△流

識字､:;‐･伊，bご
厚晶･ず一.恥

も¥J,華ff1

>､表“:ヘ

~■ー

$

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
○
一
出
一
弘
前
大
学
へ
の

一
才
一
開
発
調
査
の
委
託
費
み
る

岨
和
四
十
六
年
度
の
一
般
○

条
例
の
制
定
改
廃
な
ど
十
○

杣
も
脱
案
ど
お
り
識
決
に
な
○
総
務
費
Ⅱ
公
立
金
木
摘
院
組
合
負
担
金

）
予
算
総
額
が
、
初
め
て
五
徳
○
七
百
五
十
万
円
、
役
場
車
庫
建
投
費
五

ノ
大
咽
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
○
百
万
円
、
役
勘
庁
舎
Ⅲ
舗
装
百
万
円
、

巾
柏
木
集
会
勘
廸
設
智
百
五
十
万
円
、

新
築
細
織
鮮
鰡
號
螺

を

に
委
託
）
五
十
万
円
、
小
田
川
土
地
改

良
附
裕
県
懲
珈
業
負
担
金
三
百
七
十
七

一
は
町
道
整
備
を
万
六
千
門
、
小
川
川
土
地
改
良
区
助
成

金
五
十
五
万
円
、
町
北
五
広
域
闇
協
議

の
町
価
（
長
期
僧
入
金
）
が
多
く
な
っ
会
負
拙
金
十
六
万
七
千
円
、
納
税
組
合

た
こ
と
で
す
。
才
出
で
は
、
学
校
、
公
報
仙
金
両
六
十
五
万
円
。

丑
”
が
恥
悌
趣
稚
卿
遮
穏
姉
誕
郷
蝉
哉
老
人
と
成
人
病
対
策

－
ト
を
占
め
て
い
る
ほ
か
建
設
事
業
の

五
千
万
円
で
町
道
改
良

た
め
僻
入
金
の
返
済
金
（
公
悩
賀
）
が
民
生
徴
Ⅱ
保
謹
世
淵
洲
在
委
託
料
二
十

三
千
万
円
台
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
こ
と
二
万
四
千
円
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
報
酬

で
す
。
万
十
二
万
八
千
円
、
老
人
健
康
調
査
、

ね
た
き
り
老
人
訪
問
診
在
委
託
料
二
十

一
入
一
五
割
占
め
る
交
付
税
川
刀
八
千
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
金
四

一
．
啓
一
詫
鯉
酷
九
千
四
百
余
万
円
十
五
万
円
、
敬
老
年
金
三
十
万
円
、
西

北
五
糀
薄
児
施
設
組
合
負
担
金
三
十
四

才
人
で
雌
も
多
い
の
は
地
刀
交
付
税
万
六
千
円
、
季
節
保
育
所
開
設
費
三
十

の
二
他
六
千
八
百
十
五
万
三
千
円
で
、
九
万
八
千
円
、
国
民
年
金
納
入
組
織
報

総
額
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
て
お
り
ま
俗
曲
六
十
万
円
。

す
。
以
下
、
主
な
も
の
は
町
侭
の
九
千
術
雄
黄
Ⅱ
各
和
薬
品
代
百
五
十
五
万
円

四
百
門
十
万
円
（
一
八
％
）
、
町
税
八
結
核
検
診
、
成
人
病
予
防
委
託
料
四
十

千
七
百
六
十
二
万
六
千
円
（
一
六
％
）
九
万
円
、
妊
雌
州
ミ
ル
ク
、
脱
淵
助
成

国
庫
支
出
金
三
千
八
百
三
十
万
円
（
七
六
十
六
万
四
千
円
、
閃
北
五
衛
生
処
理

％
）
と
統
い
て
い
ま
す
。
組
合
負
柵
金
二
百
三
十
万
二
千
円
、
上

町
世
（
長
期
借
入
金
）
の
内
訳
を
見
水
辿
設
脱
水
蘭
検
査
委
紙
料
六
十
万
円

る
と
、
町
瞳
川
地
雌
入
事
業
三
千
六
百
土
木
曲
Ⅱ
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
（
除
雪

八
十
万
円
、
茄
瀬
小
学
校
建
設
那
業
一

千
八
百
六
十
万
円
、
溌
瀬
公
民
舘
建
設

恥
業
一
千
万
円
、
再
良
巾
小
学
校
校
地

朏
入
鞭
業
九
千
六
百
万
円
、
総
合
運
励

湯
川
地
附
人
鞭
業
八
百
万
円
、
町
道
狭

附
邪
業
七
百
Ｗ
十
万
円
、
そ
の
他
四
百

万
円
の
順
で
す
。

車
）
附
人
喪
五
百
八
十
万
円
、
砕
打
附

入
賀
九
十
六
万
円
、
砂
利
巡
搬
代
百
八

十
五
万
円
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
満
Ｌ
鞭

二
百
六
十
九
万
円
、
広
域
行
政
間
町
道

改
良
工
事
三
千
三
百
三
十
二
刀
猟
千
円

同
舗
装
新
設
州
百
三
十
六
万
八
千
円
、

同
側
泄
雅
附
七
十
万
八
千
円
、
藤
枝
、

僻
川
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橘
架
紳
に
部
二

十
五
万
円
、
洲
水
川
堤
防
符
肌
委
托
料

三
十
六
万
二
千
円
、
町
慨
住
宅
地
内
纏

岸
工
事
他
三
十
五
万
二
千
円
、
町
僻
住

宅
移
転
工
那
百
八
十
三
万
四
千
円
。

消
防
費
外
津
軽
北
部
消
防
邪
務
糾
合
負

担
金
二
千
三
両
八
十
九
万
価
千
円
、
ジ

エ
ヅ
ト
ホ
ー
ス
附
人
饗
一
一
・
卜
叫
″
円
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
車
台
付
附
人
甜
百
十

二
万
円
、
防
火
貯
水
椚
新
投
工
邪
搬
六

十
八
万
円
。

米
質
の
向
上
と

畑
作
振
興
に
重
点

股
林
水
産
業
賀
Ⅱ
股
協
合
併
促
進
補
助

二
十
万
円
、
股
協
営
股
脂
導
ｕ
投
樅
補

助
四
十
八
万
円
、
乾
燥
機
袖
助
二
面
五

十
万
円
、
畑
作
振
興
並
び
に
肱
作
奨
励

補
助
八
十
万
円
、
二
段
式
米
逸
機
袖
助

二
卜
七
万
二
千
円
、
畜
雌
振
肌
対
箙
助

成
五
十
万
円
、
国
土
洲
卉
洲
業
測
雌
委

託
料
川
百
二
十
二
万
門
千
円
、
川
村
振

興
邪
業
に
よ
る
勉
路
邪
業
役
（
再
良
巾

柏
木
線
）
五
百
三
十
九
万
Ｎ
、
Ⅲ
道
路

拡
帆
に
よ
る
川
地
岡
収
間
、
二
十
万
円

森
林
火
災
及
び
縦
伐
防
止
委
托
料
十
五

万
円
。

商
工
賀
Ⅱ
商
延
会
補
助
八
↑
万
円
、
信

用
保
証
協
会
川
資
金
七
百
刀
円
、
公
園

内
桜
、
樅
肥
料
及
び
薬
品
代
二
十
万
円

動
物
脳
入
甜
五
十
万
円
、
桜
ま
つ
り
行

事
委
祇
料
百
五
十
万
円
、
職
業
洲
練
校

琳
築
甜
六
十
五
万
円
。

教
育
施
設
を
新
築

總
合
運
動
場
な
ど
の

用
地
も
買
収

教
育
劉
Ⅱ
修
学
旅
行
補
助
金
八
十
九
刀

八
千
円
、
学
川
品
岱
補
助
金
門
二
十
万

八
千
円
、
通
学
蛮
衲
肋
金
川
十
三
万
凹

各
学
校
工
事
請
負
曲
金
小
八
十
八
刀
〃

千
円
、
川
小
十
六
万
円
、
時
小
町
卜
垂

万
流
千
円
、
喜
小
九
〃
円
、
金
巾
川
十

二
万
円
、
南
中
二
十
丘
万
円
、
群
小
通

勤
湯
川
地
購
人
蛮
九
両
六
十
万
円
、
給

食
費
補
助
六
十
二
刀
九
千
円
、
小
・
中

ミ
ル
ク
給
食
衲
助
瓶
十
刀
八
千
円
、
脈

小
新
築
工
事
按
排
委
舵
料
Ⅳ
八
十
万
円

同
地
質
調
査
委
託
料
八
十
万
円
、
同
校

舎
建
設
費
四
千
二
百
万
円
、
岡
伽
抜
井

戸
工
邪
費
三
百
五
十
万
円
、
巾
央
公
民

館
川
地
職
入
曲
三
何
万
円
、
斑
瀬
公
民

舘
建
設
設
計
委
託
料
六
十
三
万
六
千
円

同
廸
披
徴
一
千
八
百
十
八
刀
円
、
総
合

運
励
場
用
地
聯
入
出
八
両
刀
円
、
各
種

社
教
団
体
助
成
三
十
一
万
円
。

諸
文
出
金
Ⅱ
奨
学
金
尚
与
雅
金
械
立
金

百
八
万
円
。

郡
貼
服
刷
皿

も
●
０
１

曲
Ⅲ
Ⅲ
糾叩《
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』
●
一
》
固
い
今
晶
●
苑
心
垂
マ
峠
●
６
８
■
０
■
ｑ
ｑ
１
Ｕ
０
Ｉ
Ｇ
や
６
０
０
９
６
日
８
０
０
‐
■
■
。
□
。
。
①
①
Ｂ
Ｂ
６
０
Ｑ
Ｄ
Ｉ
４
Ｄ
Ｄ
６
■
０
０
０

○
ユ
マ
◆
・
●
○
二
▼
●
。
□

嘘
，

群
釧
榊
日
本
の
卿
輔
を
有
し
長
と
し
、
委
口
に
は
次
の
者
を
も
っ
て

鐡
溌
筒
愛
駕
廃
騏
織
側
の
職
幽
②
喋
総
州
・

繍
瀦
郵
識
獺
鱗
認
識

御
群
郷
郷
糀
鋤
嘩
袖
和
咋
で
竝
辮
委
凸
を
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

呼
腓
戦
卜

満
八
十
Ｋ
才
に
逃
す
一
金
木
町
消
防
団
条
例
中
一
一

る
前
日
ま
で
に
該
当
者
は
、
町
瞳
に
叩
一
部
改
正
の
条
例

請
岱
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

細
部
に
つ
い
て
は
「
民
生
裸
」
ま
で
昨
年
十
月
一
日
か
ら
「
津
軽
北
部
消

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
防
組
合
‐
一
が
発
足
し
た
の
で
、
金
木
町

消
防
審
議
会
の
怠
兇
に
基
づ
い
て
、
消

一
金
木
町
国
民
健
康
保
険
条
一
防
団
の
定
数
四
百
四
十
名
を
『
二
百
四

一
例
中
一
部
改
正
の
条
例
一
十
名
』
と
し
た
ほ
か
、
分
団
の
再
編
成

と
川
口
の
定
年
を
『
五
十
五
才
』
ま
で

国
、
雌
の
韮
準
に
し
た
が
っ
て
、
四
延
長
し
、
ま
た
、
年
手
当
を
燗
額
す
る

月
一
日
か
ら
五
千
円
の
助
脈
甜
を
．
た
め
の
改
正
を
し
ま
し
た
。
（
再
細
成

万
円
」
に
、
ま
た
、
葬
祭
背
五
千
円
を
と
定
年
延
長
は
昭
和
閥
十
七
年
度
よ
り

「
七
千
円
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
琳
訓
し
ま
実
施
）

し
た
。
・
年
手
当団長
一
万
円

一
金
木
町
交
通
安
全
対
策
協
一
剛
団
長
五
千
円

一
会
磯
条
例
分
団
長
三
千
円

刷
分
剛
畳
千
混
百
円

『
金
木
町
交
通
安
全
対
策
会
議
』
を
部
長
二
千
円

没
慨
す
る
こ
と
を
定
ぬ
た
も
の
・
で
①
金
班
：
長
千
五
百
円

木
町
の
交
通
安
全
訓
画
の
作
成
お
よ
び
剛
員
千
円

そ
の
実
施
を
推
進
す
る
②
町
の
区
域
内
・
川
動
手
当
一
川
に
つ
き
三
両
円

の
陸
上
交
通
の
安
全
に
関
す
る
総
合
的
・

な
施
策
、
企
画
を
審
議
し
、
そ
の
実
施
一
金
木
町
奨
学
金
貸
与
条
例
一

を
推
進
さ
せ
る
こ
と
を
Ⅲ
的
と
し
て
い
．

ま
す
。
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
、
当
町
出
身

こ
の
会
縦
の
椛
成
蝋
は
、
町
艮
を
会
で
県
立
金
木
商
呼
学
校
に
在
学
す
る
催

当
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
『
老
人
家

庭
奉
仕
員
』
二
名
を
お
き
、
老
衰
や
心

身
の
障
秤
な
ど
で
、
不
自
由
な
お
年
寄

り
（
満
六
十
五
才
以
上
）
を
か
か
え
、
そ

の
家
族
の
方
が
、
な
に
か
の
馴
怖
で
、

お
世
話
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
の

お
世
諦
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
『
老
人
家
庭
奉
仕
員
』
は
、
一

仙
柵
当
り
、
週
一
回
以
上
そ
の
家
庭
を

訪
門
し
、
次
の
こ
と
を
お
世
話
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
衣
類
の
洗
泄
お
よ
び
補
修

昭和46年度金木町一般会計予算

入）（単位千円）

秀
な
生
徒
に
、
月
額
一
千
五
百
円
以
内

の
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま
し
た
が
、

四
月
か
ら
『
三
千
円
以
内
』
に
改
め
ま

’
(才

老
人
の
お
世
話
し
ま
す

度
額
郵
加
唖
剛
朏
硴
州
畑
卸
硴
０
価
Ⅷ
岻

年
算
６
６
ａ
５
Ⅵ
８
６
１
８
０
０

荊
予
７
加
３
１
４
１４

腰
旧
‐
卵
‐
，
，
‐
“
肥
一

一
州

一
－
６
０
３
０
４
４
１
３
９
０
０
１
０

度
額
一
随
印
旧
加
川
弱
お
閉
詑
引
扣

年
唖
及
６
８
ａ
８
８
６
Ｌ
０
４

本
垂
８
６
３
－
１
９

２

税
金
税
策
金
金
料
金
金
入
金
金
人
価
一

献
州
却
掛
却
唖
叡
却
出
収
付
越
収

↓
１
↓
↓
７
１
金
料
Ｉ
支
産

一

一
加
ソ
通
月
扣
用
側

Ｆ

｜
町
自
地
交
特
分
使
国
県
財
寄
繰
諸
町

四
月
か
ら
家
庭
奉
仕
員

②
住
居
な
ど
の
州
除
、
幣
即
撚
噸

③
身
の
廻
り
の
世
話

④
日
常
生
活
上
の
枇
話
、
州
談
、
助
言

こ
の
よ
う
な
お
枇
砺
を
し
ま
す
が
、

す
べ
て
無
料
奉
仕
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
賜
民
生
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
た
。
昨
年
か
ら
は
、
師
年
三
十
名
に

貸
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(才出）

|]ﾘ年嘩
予岬湘
成
％
３
幻
８
２
６
３
０
６
６
６
’

２
２

櫛
比
一

州
柵
柵
柵
洲
脇
Ⅷ
州 １

業
ｎｌ
１
－

唾
Ⅱ

欲
会
務
生
生
鋤
水
工
木
防
育
裡
価
州
一

一
談
総
民
術
労
岬
商
土
消
教
畔
公
継
予

|卿
l

14,049

143’754△35

35,0438

8,4152

′128

38,006△3

10，2423

57，87250

1．3，61317

56，46884

3.566△3

22､9517

3，781△2

2,'77△
､'

410,065128

ご
み

焼
却
場
の
道
路
は

通
行
時
間
を
制
限

当
町
の
ゴ
ミ
焼
却
場
や
火
葬
場
の
附

近
に
、
般
近
、
紙
く
ず
や
水
片
な
ど
を

捨
て
る
の
が
、
め
だ
っ
て
多
く
な
っ
た

の
で
、
四
月
下
伽
か
ら
焼
却
賜
へ
の
辿

路
の
通
行
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

通
行
を
制
限
す
る
咲
間
は
、
神
明
町

の
里
坂
農
園
か
ら
焼
却
蝿
ま
で
で
、
良

坂
鵬
園
の
北
端
の
地
点
を
鮫
（
く
さ
り
）

で
区
切
り
、
自
動
車
が
通
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

通
行
禁
止
の
時
間
は
、
午
後
近
時
か

ら
翌
朝
八
時
ま
で
で
す
。

特
別
な
事
悩
が
あ
っ
て
通
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
は
、
役
塒
淵
吹
顎
ま
で

連
絡
（
魎
話
で
も
叩
）
し
て
く
だ
さ
い
。

鋤
（
か
ぎ
）
は
、
役
場
当
吹
察
、
金
木
消

防
署
、
夏
坂
股
閣
の
。
《
万
所
に
術
え
つ

け
ま
す
。
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Ｇ
Ｒ

昨
年
十
Ｍ
股
地
法
の
一
部
か
改
脈
に

な
り
、
統
制
小
作
料
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
股
地
の
小
作
料
は
、
衝
し
〃
と
僻
り

力
が
柵
し
合
い
で
、
川
に
決
め
る
こ
と

か
川
来
る
わ
け
で
す
か
、
あ
ま
り
尚
く

決
め
ら
れ
て
も
僻
り
手
が
州
る
の
で
、

符
巾
町
村
ご
と
に
標
準
小
作
料
を
定
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

金
木
町
の
標
準
小
作
料
は
こ
の
ほ
ど

次
の
七
段
断
に
決
り
ま
し
た
。

水
川
の
部

一
・
群
級
一
八
、
五
○
○
円

二
群
級
一
七
、
○
○
○
川

，
．
一
・
呼
級
一
六
、
○
○
○
旧

四
群
級
一
五
、
五
○
○
門

五
等
級
一
二
、
荘
○
○
円

六
呼
級
、
九
、
派
○
○
川

貰摸｣

’
|I

標
準
小
作
料
き
ま
る

協
議
会
長
に
中
谷
（
仁
）
氏

I

I

の
、
い
、
叩
の
〆
斡
『

■
〃
マ
ー
ｑ
ｌ
Ｌ
、
凸
”
〃

嘉
瀬
小
と
保
育
所
に
寄
附

金
木
町
交
通
安
全
協
会
珊
瀬
分
会
分
会
で
は
、
学
噸
た
ち
に
い
つ
も
交
通

（
土
岐
卸
雄
分
会
災
）
で
は
過
川
淵
瀬
安
余
を
心
掛
け
て
も
ら
う
た
め
、
芥
教

小
学
校
と
淵
瀬
傑
行
研
に
、
「
交
通
安
壗
に
伽
付
け
て
も
ら
う
べ
く
小
学
校
に

全
．
」
と
肥
名
し
た
ヤ
ヵ
ン
を
寄
附
し
ま
十
侃
側
、
保
育
所
に
二
簡
滞
附
し
た
も

し
た
。
の
で
す
。

茄
瀬
部
落
は
辿
路
が
せ
ま
く
、
自
助
（
写
真
Ｉ
右
か
ら
佐
女
木
茄
瀬
小
学

巾
押
の
交
皿
岻
が
多
い
た
め
、
学
亜
の
統
股
、
Ｅ
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
暖
、
臘
内
琉
瀬

職
・
下
校
に
は
術
に
身
を
危
険
に
さ
ら
駐
征
佛
察
官
、
北
岐
分
会
踵
と
奇
伽
し

さ
れ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
安
全
協
会
た
ヤ
カ
ン
。
）
‐

七
群
級
六
、
五
○
○
円

こ
れ
は
、
金
木
町
標
碓
小
作
料
協
縦

会
を
没
朏
し
、
そ
の
協
繊
会
に
緋
っ
て

定
め
た
も
の
で
す
。

協
識
会
の
描
成
は
、
食
し
手
を
代
衣

す
る
も
の
減
人
、
柵
り
手
を
代
炎
す
る

荷
凡
人
、
学
倣
絲
賊
将
五
人
か
ら
な
っ

て
お
り
、
委
凸
氏
名
は
次
の
と
お
り
で

す
。▽
会
曇
中
谷
仁
太
郎
（
川
瓶
）

▽
刑
会
踵
米
谷
睦
丸
郎
（
灘
良
巾
）

岬
土
委
画
飯
塚
悪
代
治
（
派
瀬
）

〃
旧
派
湖
‐
（
〃
）

″
良
坂
に
八
（
金
水
）

以
上
学
賊
経
験
蒋

委
幽
尚
町
一
米
逸
（
金
木
）

〃
脱
川
竹
二
郎
（
藤
枝
）

″
川
小
金
〃
（
恥
瀬
）

料
廃
止

交
通
安
全
の
や
か
ん
を

』

》､這

〃
成
川
繋
二
（
卿
良
巾
）

以
ｋ
貨
し
手
代
衣

委
凸
小
林
陸
一
（
金
木
）

″
川
巾
七
雄
（
僻
川
）

″
雛
川
係
打
工
門
（
琉
荊
）

〃
沢
川
繁
兜
（
〃
）

ｊ

夕
中
村
正
岾
（
叫
良
巾
）

以
上
借
り
手
代
炎

呼
級
の
地
区
に
つ
い
て
は
展
業
委
凸

会
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

〃

【
写
真
Ｉ
ゴ
ミ
い
っ
ぱ
い
の
嘉
瀬
奴
橋
附
近
】

｝
』
一
一

lji!

lll

６
１
口
町
。
。
▼
『

慨
へ
巾
柏
木
）

町
で
は
、
昨
年
の
繩
れ
、
断
ら
し
い
》
ヵ
所
以
内
）
を
没
け
て
く
だ
さ
い
。

順
芥
巾
を
脳
人
し
、
二
台
で
ゴ
、
、
の
収
④
い
ま
ま
で
州
時
収
雌
し
て
き
た
町

錐
を
付
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
蔑
川
の
内
を
『
孵
別
沽
州
地
域
』
と
し
ま

町
議
会
定
例
会
で
、
条
例
を
改
旺
し
、
す
。

叫
川
か
ら
は
乖
数
料
を
と
ら
な
い
こ
と
⑤
『
狩
別
淌
州
地
域
』
外
の
川
内
で

に
な
り
ま
し
た
。
も
、
術
削
が
あ
れ
ば
、
時
期
と
雌
献

し
た
が
っ
て
、
ゴ
ミ
収
集
の
″
法
を
賜
川
を
き
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ゴ

次
の
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。
ミ
の
収
雌
に
応
じ
ま
す
。

、
今
ま
で
使
っ
て
い
る
ゴ
ミ
術
は
や
⑥
唯
業
廃
乗
物
（
狸
材
所
、
糀
米
所

耐
て
恥
た
だ
き
、
収
災
袋
、
ダ
ン
罪
⑳
．
な
ど
の
木
片
、
木
皮
、
モ
ミ
殻
呼
）

－
ル
紺
（
み
か
ん
輔
大
）
や
俵
（
た
は
、
側
北
五
術
碓
処
川
糾
合
の
折
疋

わ
ら
）
な
ど
に
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
・
す
る
次
の
賜
所
へ
、
Ｗ
難
所
ｎ
体
で

え
な
い
ゴ
ミ
と
わ
け
て
く
だ
さ
い
。
逆
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
妓
飯
な
ど
は
、
ｎ
分
の
家
で
処
叫
伽
木
片
、
，
木
皮
な
ど
Ⅱ
兀
所
川
陳

願
い
ま
す
。
市
大
字
間
湘
叩
芥
焼
却
財

③
征
川
巡
川
の
収
災
は
行
な
わ
な
い
回
モ
ミ
職
な
ど
Ⅱ
派
》
川
川
腺
巾
大

の
で
、
符
町
内
で
は
、
な
る
べ
く
水
・
宇
川
川
野
Ⅲ
峨
芥
投
蛎
場

通
り
に
、
ゴ
ミ
収
難
所
（
一
町
内
江
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

収
集
は
無
料
で
‐

ゴ
・
ヘ
ミ

３

集
砧
所
は
町
内
会
で
設
慨
を

畠

河
川
や
公
有
地
に
ゴ
ミ
が
い
っ
ぱ
い

川
内
を
散
歩
し
て
み
て
、
鯖
き
ま
し
た
。
洲
川
や

人
Ⅱ
に
つ
か
な
い
公
汀
地
内
が
、
ゴ
ミ
総
て
恥
に
な

燕
鰡
獅
脇

〔
金
木
町
Ｔ
Ｋ
化
）

講
窪
歸
嶬
灘
灘
讓
誌

鰄
避
鮮
雌
臓
灘
郷
砺

制
し
て
は
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
句
消
肺
法
』

『
河
川
法
』
で
は
、
六
力
胤
以
下
の
微
從
ま
た
は
趾

″
川
以
下
の
削
金
を
秘
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

？
》

（
民
生
課
・
建
設
課
）
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